
省

令

告

示

型
式
認
定
番
号

駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
名
称
及
び
型
式

認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

交
Ｎ
1
1
`
1
5
キ
ャ
プ
テ
ン
ス
タ
ッ
グ

エ
レ
ッ
ク

2
0
6

イ
ー
サ
イ
ク
ル

Ｐ
Ｌ
`
Ｅ
2
0Ｓ
〈
Ｙ
Ｃ
`
9
8
0
1〉

パ
ー
ル
金
属
株
式
会
社

新
潟
県
三
条
市
五
明
1
9
0番
地

交
Ｎ
1
1
`
1
6
ヤ
マ
ハ
パ
ス

Ｘ
7
7
1

ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社

静
岡
県
磐
田
市
新
貝
2
5
0
0番
地

交
Ｎ
1
1
`
1
7
Ｎ
Ｇ
0
3
2

Ｅ
Ｎ
Ｇ
0
3
2

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

大
阪
府
柏
原
市
片
山
町
1
3
`
1
3

型
式
認
定
番
号

自
転
車
の
名
称
及
び
型
式

認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

交
Ａ
1
1
`
1
5
キ
ャ
プ
テ
ン
ス
タ
ッ
グ

エ
レ
ッ
ク

2
0
6

イ
ー
サ
イ
ク
ル

Ｐ
Ｌ
`
Ｅ
2
0Ｓ
〈
Ｙ
Ｃ
`
9
8
0
1〉

パ
ー
ル
金
属
株
式
会
社

新
潟
県
三
条
市
五
明
1
9
0番
地

交
Ａ
1
1
`
1
6
ヤ
マ
ハ
パ
ス

Ｘ
7
7
1

ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社

静
岡
県
磐
田
市
新
貝
2
5
0
0番
地

交
Ａ
1
1
`
1
7
Ｎ
Ｇ
0
3
2

Ｅ
Ｎ
Ｇ
0
3
2

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

大
阪
府
柏
原
市
片
山
町
1
3
`
1
3

平成™š年�月™™日 金曜日 第œ�—™号官 報
〇
総
務
省
令
第
九
十
八
号

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
号
）
附
則
第

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
る
旧
郵
便
貯
金
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

四
十
四
号
）
第
六
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
旧
郵
便
貯

金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

旧
郵
便
貯
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

公
職
選
挙
郵
便
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平

成
十
九
年
総
務
省
令
第
百
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
九
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る

旧
郵
便
貯
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
六
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。た

だ
し
、
復
旧
を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得

な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
九
十
九
号

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
号
）
附
則
第

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
る
旧
簡
易
生
命
保
険
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
六
十
八
号
）
第
八
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
旧
簡

易
生
命
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

旧
簡
易
生
命
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

公
職
選
挙
郵
便
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平

成
十
九
年
総
務
省
令
第
百
十
三
号
）
附
則
第
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る

旧
簡
易
生
命
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令

第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
六
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。た

だ
し
、
復
旧
を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得

な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
二
十
四
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
、
不
動
産
登
記
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
（
他
の
法

令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
商

業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二

条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支

局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

第
一
条

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所

設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
松
江
地
方
法
務
局
の
部
同
地
方
法
務
局
の
款
同

地
方
法
務
局
の
項
中
「
八
束
郡
」
を
削
る
。

第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府

令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
久
喜
支
局
」
を
「
、
久
喜

支
局
、
上
尾
出
張
所
及
び
草
加
出
張
所
」
に
改
め
る
。

第
六
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃
木
支
局
管
内
栃
木
県
下
都

賀
郡
壬
生
町
北
赤
塚
町
に
属
す
る
地
域
内
の
登
記
事

務
（
商
業
登
記
の
事
務
を
除
く
。）は
、
宇
都
宮
地
方

法
務
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

３

宇
都
宮
地
方
法
務
局
管
内
栃
木
県
鹿
沼
市
大
字
七

ツ
石
に
属
す
る
地
域
内
の
登
記
事
務
（
商
業
登
記
の

事
務
を
除
く
。）は
、
宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃
木
支
局

で
取
り
扱
わ
せ
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
九
号

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
第
三
十
九
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

令
第
三
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
七
月
四
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
と
お
り
型
式
認
定
番
号
を

指
定
し
た
の
で
、
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
型
式
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
十
九
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
野

寛
成

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
八
号

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
第
三
十
九
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

令
第
三
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
七
月
四
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
と
お
り
型
式
認
定
番
号
を

指
定
し
た
の
で
、
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
型
式
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
十
九
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
野

寛
成

第
十
三
条
第
一
項
中
「
明
石
支
局
」
の
下
に
「
、
加

古
川
支
局
」
を
加
え
、「
及
び
東
神
戸
出
張
所
」
を

「
、
東
神
戸
出
張
所
及
び
八
鹿
出
張
所
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条

大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局
及
び
宇
佐

支
局
の
管
轄
に
属
す
る
商
業
登
記
の
事
務
（
商
業
登

記
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
の
請
求
に

係
る
事
務
を
除
く
。）は
、
大
分
地
方
法
務
局
で
取
り

扱
わ
せ
る
。

第
三
十
九
条
中
「
八
戸
支
局
及
び
五
所
川
原
支
局
」

を
「
弘
前
支
局
、
八
戸
支
局
、
五
所
川
原
支
局
、
十
和

田
支
局
及
び
む
つ
支
局
」
に
改
め
る
。

第
三
条

登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
十
三
条
第
一
項

の
改
正
規
定
及
び
第
三
条
の
規
定

平
成
二
十
三
年

八
月
八
日

二

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
三
十
一
条
及
び

第
三
十
九
条
の
改
正
規
定

平
成
二
十
三
年
八
月
二

十
二
日

三

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
三
条
第
一
項
の

改
正
規
定

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
九
日
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